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の 圃毛列 が 全然 認め られな い 。 宿主ぱ 不明　｛自由生 活中採集）。 恐 ら く、新種 と考え られ る 。 　　　、
’
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　　　　　　　　　　　日 本産淡冰紐虫に 款い て ・鈴木　實 （埼大
・丈理 ・

生物 ）　　 一

　昨年 の 秋 ， 浦和市附近 の 水田で 淡水紐虫 を謖見し以 來今 日迄約 200個體を探集 飼育し生態観察 を爲す と共

に それ ら を材料 と し て 從來扱われて い た 濫水紐虫 の 分類上 の 驃徴を檢訶 し併せ て 種 の 固 遣 を行 つ た。 分 類上

の 瞭徴 と して は 體長 ． 頭 蟷器 ， 頭溝孔 ， 横溝 ， 感覺毛 ， 主 針長 ： 髄 長 ， 主針長 ： 副針長 ， 副 針數 ， ヵ ル シ

ウ ム 體 ，吻鞘長等thC適當1と 思われ る吾 上 記標徴で 醜知 日本 薤種を吟昧 した結巣は 下 記 の 如 くで ある 。 故池田

岩治博士 に よ り託載 された 翼島の P ．grande （lkeda〕1913 は R ， 〜嘛 治繭 拐 Dug6s　1830 とすぺ き で

あ る 。 石 塚氏 ｛
，33）に よ り札蝿か ら記録 され だ種に就 て ほ Wiinhgff　．（

，

．38）は 娘め P ．　hokktndOeViseと 命

名し後 P ・fumbricofdettmの sy 皿 onyn1 と し た O：今回私 が 同地蓮の髯料を樵 した紬梟は 寧ろ P．　ltzcstre（du

Plessis）1898 と同一種 と思われた 。 私 の 扱 つ た浦和蔑の 種 IQ　一 ，
　．二 の 相違 脇 翻麟られたが まず P ．　gra −

ecense （B6hmig ＞ 1892 と同定 され る。 爾該種を本夏三重縣菅島の水田 ： 掾集したか ち日本に於 て も廣 ぐ分

布し て い るの で は な い か と思 われ る e

　　北 海遘申央高地 に 産す るミ ズダ ニ の 一種 　PiOtuz　cama 　Koeh 　yar，今村泰二 （北海道學藝大 ・旭川），

　こ の ミ ズ ダニ ぽ 全歐 ，
シ ベ リ ア ， 中央 ア ジ ア

， 極 東， 北米及び カ ナダ等に 攝め て 分祐の 廣い 種類であ るが

そ の 澂 は 多 くない
。
1936 年 内田亨 に よ つ て 千島 よ 9Rearnca 　ns， 樺太 よ り P．　 ccmea 　var ．が 各々 報告

きれて い る が 日本か ら は まだ報告 が ない 。 演者は 19銘 年 に 大 雪財沼の 弔 よ bt1950 年 に天 鹽長申腹浮島

ケ 原の 沼 よ り各ダこ の 種類 を揉集嗣育 し た 。 成醫は 大 きく體長約 21nm あ り長惰圓形で 體色ほ べ つ 甲色で

あ る 。 産卵は 7 月 で 水草の 葉 の 表面 に行 う 。 釐卵後 10− 12 日 で lprva が 孵化す る 。 iarva は 胆色黄褐色で

主 と し て 水民を這 つ て い る 。 larva の 寄生 は 不明な る も ト ビ ゲ ラリ成體膿部 で あ るらしい 。
　 nymph は 成體

よ りも球彰に 近 い 楕圓形 で 體色は成體 に近い 。 性域板は 楕 A 形 で 翆讎の 性感鉢を有す る 。

淡 ホ 産 苔 虫 類 の 外 皮 、鳥海 衷
1

（東北大 ・ 理 ボ 生》

ヒ アリ ネ ラ歌
ハ ネ コ ケム シeSl：ftも近 くそ の 特徴は外 皮が…醐 で 角質で な く厚L ・ e

．と
で ある 。 日本産苔

虫 の 各種 の 外皮變異 を 1・ancestrul
弓と薪生部 とfZ？差 2・同一虫筆内 で の 差 3．同

一・枝丙 で の 葦 4．季 節

差 　5．同 霤 季 節 の 年突 の 差　6．地方差　に よ り観察 した 。　　　　　　　　　 ．　　 ，

　以上 よ り見 る と臠 異は環堵にζり生ず る sp らし い 。 之 等を銅 育躍際 した結果は各種の 外皮は 環境に ょつ

て 著 し く攣化す る … ネ 物 ム シ 屬 の 外皮は 環境 に よつ て tt・ ア P、枦 届 の 特徴 を と る ・ タ ヒ 癨 の ヒ ア リネ

ラ ， ヴ ア イ ヒ リア ェ ほ明か に ハ ネ コ ケ ム シ で あ りこ の 毆か ら も ヒ ア リヰ ラ屬 を存在 させ る事は疑問 と な る 。

　　　　　　　　　　　　 チ ゴ ケ 厶 シ に 就 い て 馬 zai￥9）tt
・
．（費源研）

　チ ゴ ケ ム シ ほ沼岸に最 も普慂 に蓬す るの み な らず 尹 船底 ， 眞珠養殖龍等を汚損し て 相當の 害 を與 え る 。 本

種 ほ從來 Scfii20pererZa　oenOchres 　Ortmam 　1890 として 廣く知 られて 居たが ， 近年濠洲，
．南米 の 標本 を調

査 し t

’
且 つ 同定 の 基準 と な つ た柳氏 の 原稿 を臉 し た結 果 ， 本種 の 學名は IVatersipora　cuc ＃ rlata　（Busk ）1854

とすべ きで ある事 i 明か と な つ た 。 な 左歐洲逼原種 に比し て ， 口萱 の 大い に 異 る こ と に よ り， 新變腫 var ．

watersi 　n ．　var ，を提唱す る， 　　 ．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’t

　本種は 唾V 加町 qロS で ，完域された幼虫 は ・ 母 虫體 の 退化淌失後鍋泳出す 。 初室は 普邁虫 ＄ と同型で禦 ろ

大 き く湯 ：前方に 三室 を芽出す る式瓢 ち 頸 蜘 1t｛m βous 　periancestrular　deve19Pln¢ nt
‘
鬢行   、

， そ の 繁殖期

5〜 ・11 月に 3ヶ 4 世代を繰返 ナこ とが 明か に な つ た 。 　 ．　　 『　 「　　　　　　
コ
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